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(54)【発明の名称】 体内カプセル

(57)【要約】
【課題】  電池交換が不要であって、長期間にわたって
継続的な動作が可能な体内カプセルを提供すること。
【解決手段】  体内カプセル１１０は、皮下組織から供
給される体液を電解液として使用する電池１０と、この
電池１０によって供給される電流によって動作する各種
の回路が搭載された処理基板２０と、体内カプセル１１
０周辺の体温を検出する体温センサ３０と、体内カプセ
ル１１０周辺の圧力変動に基づく心拍数の検出を行う心
拍数センサ３２と、体内カプセル１１０の内壁に沿って
配置されたアンテナ３４とを備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  生物の体内に埋め込まれる体内カプセル
であって、
体内組織に含まれる体液を電解液として用いることによ
り電流を取り出す電源部を備えることを特徴とする体内
カプセル。
【請求項２】  請求項１において、
前記電源部から供給される電流を用いて所定の処理を行
う処理回路と、
前記電源部から供給される電流を用いて、前記処理回路
の処理結果を外部に送信する送信部と、
を備えることを特徴とする体内カプセル。
【請求項３】  請求項２において、
体内の状態を検出するセンサをさらに備え、
前記処理回路は、前記センサから出力される検出信号を
処理して送信データを作成する処理を行い、
前記送信部は、前記送信データの送信を行うことを特徴
とする体内カプセル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、動物の体内や人体
の皮下組織等に埋め込まれる体内カプセルに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来から動物の体内に発信機を埋め込む
ことにより、その個体の所在地や生息場所、活動範囲等
を観察する試みがなされている。また、人体において
も、心臓ペースメーカ等の機器が埋め込まれる場合があ
る。動物の体内や人体に埋め込まれる各種の機器は動作
電源が必要であり、通常は動作電源として電池が用いら
れる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上述した動
物の体内等に埋め込まれる各種の機器は、電池で動作し
ており、電池の寿命とともに動作が停止するため、この
寿命以上の長期間にわたってこれらの機器を使用したい
場合には、体内に埋め込まれた機器を一旦体外に取り出
して、電池交換の後、あるいは電池を含む機器自体を新
規なものに取り替えた後に、再度体内に埋め込む必要が
あった。この作業は外科手術的な処置を要するため、こ
の機器を埋め込まれる動物等の負担が大きく、しかも電
池の寿命に達する前に行う必要があるためその期限管理
が必要になるという煩雑さを伴う。
【０００４】本発明は、このような点に鑑みて創作され
たものであり、その目的は、電池交換が不要であって、
長期間にわたって継続的な動作が可能な体内カプセルを
提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上述した課題を解決する
ために、本発明の体内カプセルは、生物の体内に埋め込
まれるものであって、体内組織に含まれる体液を電解液
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として用いることにより電流を取り出す電源部を備えて
いる。体内組織に含まれる体液を電解液として用いる電
池が備わっているため、電池交換が不要であり、長期間
にわたって体内カプセルの継続的な動作が可能になる。
【０００６】また、上述した電源部から供給される電流
を用いて所定の処理を行う処理回路と、上述した電源部
から供給される電流を用いて処理回路の処理結果を外部
に送信する送信部とを備えることが望ましい。処理回路
と送信部を備えることにより、体内カプセル内で処理し
た結果を体外に送信することが可能になる。
【０００７】特に、体内の状態を検出するセンサをさら
に備えるとともに、上述した処理回路は、このセンサか
ら出力される検出信号を処理して送信データを作成する
処理を行い、この送信データを送信部によって送信する
ことが望ましい。例えば、体温センサや心拍数センサ等
を考えると、こられの検出結果を電池交換せずに長期間
にわたって体内カプセルから体外に送信することが可能
になるため、体内の状態を継続的に、しかも特別な接続
線等を用いることなく監視することができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、本発明を適用した一実施形
態の体内カプセルについて詳細に説明する。図１は、本
発明を適用した一実施形態の体内カプセルの設置状態を
示す図である。図１に示すように、本実施形態の体内カ
プセル１１０は、皮膚１００の直下の皮下組織１０２内
に埋め込まれる。なお、一例として、体内カプセル１１
０を皮下組織１０２に埋め込むようにしたが、それ以外
に体内の臓器間の間室に埋め込む場合やその他の部位に
埋め込むようにしてもよい。
【０００９】図２は、体内カプセル１１０の詳細な構成
を示す図である。図２に示すように、体内カプセル１１
０は、皮下組織１０２から供給される体液を電解液とし
て使用する電池１０と、この電池１０によって供給され
る電流によって動作する各種の回路（後述する）が搭載
された処理基板２０と、体内カプセル１１０周辺の体温
を検出する体温センサ３０と、体内カプセル１１０周辺
の圧力変動に基づく心拍数の検出を行う心拍数センサ３
２と、体内カプセル１１０の内壁に沿って配置されたア
ンテナ３４とを備えている。
【００１０】電池１０は、２種類の電極１１、１２を複
数組備えており、各組の電極１１、１２の間が、皮下組
織１０２から供給される体液によって充填されるように
なっている。皮下組織１０２内に存在する体液（リンパ
液）は電解液であるため、この電解液に浸した２種類の
電極には電位差が現れる。本実施形態では、このような
電極構造が複数組並べられており、これらを直列接続す
ることにより、電池１０の出力電圧が所定値以上（例え
ば、後述する処理回路２４や送信回路２６の動作電圧を
生成するために充分な電圧値以上）になるように設定さ
れている。



(3) 特開２００２－２８２２１９

10

20

30

3
【００１１】図３は、処理基板２０に搭載される回路の
具体例を示す図である。図３に示すように、処理基板２
０には、電源回路２２、処理回路２４、送信回路２６が
搭載されている。電源回路２２は、上述した電池１０と
ともに電源部を構成しており、所定の動作電圧（例えば
１．５Ｖ程度の電圧）を生成する。この電源回路２２か
ら供給される電流によって、処理回路２４および送信回
路２６が動作する。処理回路２４は、体温センサ３０お
よび心拍数センサ３２が接続されており、これらの各セ
ンサから出力される検出信号を処理して、体温および心
拍数を示す送信データを作成する。送信回路２６は、上
述したアンテナ３４とともに送信部を構成しており、処
理回路２４が作成した送信データをアンテナ３４を介し
て体内カプセル１１０の外部に送信する。この送信デー
タは、例えば皮膚１００の表面に配置された受信部（図
示せず）によって受信されて収集され、体内の状態の観
察や診断を行うために用いられる。
【００１２】このように、本実施形態の体内カプセル１
１０は、皮下組織１０２に埋め込まれた状態で電池１０
内に体液が充填され、所定の動作電圧が生成される。し
たがって、体液が電池１０内に供給されてこの動作電圧
の生成が継続的に行われるため、従来のように電池交換
が不要であって、長期間にわたって体内カプセル１１０
の継続的な動作が可能になる。
【００１３】特に、体内カプセル１１０には、体温セン
サ３０や心拍数センサ３２が備わっており、これらの各
センサの検出信号に基づいて体温や心拍数を示す送信デ
ータが作成され、体内カプセル１１０および体外に送信
されるため、この送信データを受信して所定の処理を行
うことにより、体内の状態を継続的に、しかも特別な接
続線等を用いることなく監視、診断することが可能にな
る。
【００１４】なお、本発明は上記実施形態に限定される
ものではなく、本発明の要旨の範囲内において種々の変
形実施が可能である。例えば、上述した実施形態では、
体温センサ３０と心拍数センサ３２を備える場合を例に*
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*とって説明したが、それ以外のセンサを備えるようにし
てもよい。
【００１５】また、上述した実施形態では、電源回路２
２によって生成した動作電圧を処理回路２４および送信
回路２６に直接印加するようにしたが、図４に示すよう
に、充電回路２８を用いて二次電池２９を充電し、この
充電電圧を用いて電源回路２２によって動作電圧を生成
するようにしてもよい。この場合には、電池１０の発生
電圧が変動する場合であっても、常に一定の動作電圧を
生成することが可能になる。
【００１６】
【発明の効果】上述したように、本発明によれば、体内
組織に含まれる体液を電解液として用いる電池が備わっ
ているため、電池交換が不要であり、長期間にわたって
体内カプセルの継続的な動作が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】一実施形態の体内カプセルの設置状態を示す図
である。
【図２】体内カプセルの詳細な構成を示す図である。
【図３】処理基板に搭載される回路の具体例を示す図で
ある。
【図４】処理基板に搭載される回路の変形例を示す図で
ある。
【符号の説明】
１０  電池
２０  処理基板
２２  電源回路
２４  処理回路
２６  送信回路
２８  充電回路
２９  二次電池
３０  体温センサ
３２  心拍数センサ
３４  アンテナ
１１０  体内カプセル

【図１】 【図２】
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